
(6) 

学
生
と
教
員
の

e

不
動
悌
の
話
題

[107] 

【
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト】

趣
味
は
小
学
5
年
生
か
ら

霞
琵
賢
峠一

動
産
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て

い
ま
す 。

者
、退

役
軍

人
な
ど

、
属
性
の
多
あ
る。
公
掌

住
宅
の
新
設

、
空

ら
れ
る。

様
化

が
進
ん

で
い
る
よ
う
だ 。

き
地
や未
利
用
地

を

活

用
し
た

池
域

住
民
やN
P
O

、
特
政

さ
ら

に
、

観
光
業
中
心
の
経
済
迅
速

な
住
宅
開
発

、
短
期
バ
ケ

が
連
携

し
、

ホ
ー

ム
レ
ス
を
排

構
造
が
住
宅
不
足

を
招

き
、

短
ー

シ
ョ

ン
レ
ン
タ

ル
の
規
制
の

除
す

る
の
で
は
な
く
社
会
に
再

期
バ
ケ
ー

シ
ョ

ン
レ
ン
タ

ル
の
強
化

な
ど

が
有
効
だ
と
思
っ 。

統
合
す

る
仕
組
み

を
作

る
こ
と

増
加
が一
般
向
け

の
賃
貸
物
件
ま

た
、

シ
ェ

ル
タ
ー

だ
け

で
な
が

、
ハ

ワ
イ
の
ホ

ー
ム
レ
ス
問

を
圧
迫

し
て
い
る。
精
神
疾
患

く
、

段
階

的
に
自
立
へ
移

行
で

題
解
決

に
つ

な
が
る
と
考
え

や薬
物
依
存

、

家
庭
内
暴
力
の

構

造

的

な

課

題
「

ホ

ー

ム

レ

ス
」

増
加
に
よ

る
避

難
的
な
ホ

ー
ム

3
d
4
H

に
再
統
合
の
解
決
策
を

レ
ス
も
多
く

、

医
療
や福
祉
の
支
援
体
制
も
十

き
る

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ナ
ル
ハ
ウ

る。

分
と
は
い
え

な
い。
移

住
に
よ
ジ

ン
グ

を
増
やし

、
安
定

し
た

【
教
墨
の
展
開】

歪
流

入
も
あ
り

、
池
域
の
設
備

生

活

基
盤

を
築
け

る
環
境
を
整

（
上
地
聡
子
講
師）

や環
境
が
追

い
つ

い
て
い
な
い
え

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る。
加

24
年

、
全
米
で
ホ

ー
ム
レ
ス

状
況

で
あ
る。

え
て

、
就
労
支
援

、
精
神
医
療

、
状
態

に
あ
る
人
の
数
は
前
年
比

こ
う

し
た
問
題
を
解
決
す

る
依
存
症
治
療

、
家
族
支
援

な
ど
18
％

増
加
し

た。
ホ

ー
ム
レ
ス

た
め
に
は

、
ま

ず
手
頃

な
価
格
の
ケ

ア
を
頭
化

し
、

個
々

の
事

を
め
ぐ

る
問
題
は
全
米
に
共
通

の
住
宅
供
給

を
増
やす
必

要
が

情
に
応
じ

た
サ
ポ
ー
ト

が
求
め
す

る
が

、
特

に
ハ

ワ
イ
州
は
深

住
協
（
塙
玉

っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

や設
計
「

造
り
の
コ

ー
ド」

の
安
永
久

人
代
琴

思
想

を
ベ
ー

ス
に

、
①
デ
ザ
3

要
素

で
樺
成
（
パ

ッ
ケ
ー

こ
の
ほ
ど

、
東――

イ
ン
テ
ー

マ
ご

と
に
あ
ら
か
ジ
化）

し
た
も
の。

市
芝
久

保
町
4-

「

余

白
」

テ

ー

マ

に

じ
め
外
観
デ
ザ

イ
ン
の
基
本

今
回

の
プ
ラ
ン
(
M
A
R
戸
建
て
分
譲
佳

と
な
る「
作
法
の
コ

ー
ド」
、

G
E)

は
、

デ
ッ
サ
ウ

・
バ

I
S

（
オ
ブ
リ―

ミ
サ

ワ
ホ

ー
ム
は
3
月
16
白」

を
生
み
出
す

住
ま

い
を
間

を
実
現

し
た。

．

②
質
感
や色
合
い
な
ど

を
決
ウ
ハ
ウ

ス
1
0
0
周
年

を
機
井」
（

全
5-[)

日
、

「
ミ
サ

ワ
・
デ
ザ

イ
ナ
提
案
す

る。

な
お

、
北
向

き
の
大
開
口

め
る
「
素
材
の
コ

ー
ド」
、

に
、

そ
の
デ
ザ

イ
ン
思
想

を
開
始

し
た。

ー
ズ

・
コ

ー
ド」

に
木
質
系

コ
ン
セ

プ
ト

モ
デ

ル
の
1
で
は

、ー
南
向

き
の
開
口

で
力

③
デ
ィ

テ
ー

ル
に

こ
だ
わ

る
広

め
る
た
め
に
開
発

し
た。

全
体
総
戸
懲

9 ‘
工
業
化

住
宅
「
M
A
R
G
E

階
床
面
積
は
66 2m

、
2
階

は
ー

テ
ン
併
用

し
た
場
合
と

、

．
．

．
．．．
．
．．
．
．．．
．．．

 

：
 ．．．
．

 

が
、

5
戸
（
オ一

（
マ
ー

ジ）
」

を
ラ
イ
ン
ア
64 2m

で
延
べ
床
面
積
は
1
3

同
等
の
健
康

的
な
明

る
さ
を

同
社
は

ゞ
ウ
ハ
ウ

ス
の
金
井）

を
建
て一

躙
盛
霰
岱
仄
毘l

、

ノ

ッ
プ
に
加
え

、
沖
縄

を
除

く
。 2m 。

十
分
得
ら
れ
る
と
い
う
シ
ミ
ロ

に
面

し
て
吹

き
抜
け

を
設

「
人
力
主
役」
と
な
る
デ
ザ
販
売 。

そ
の
歴

全国
で
発
売

し
た。
「
M
A

最
大
の
特
徴
は

、
北
側

に
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
結
果
も
出

て
け

、
ノ
ー

ス
ガ
ー

デ
ン
と
も

バ
ウ
ハ
ウ

ス
は
1
9
1
9

イ
ン
思
想
に
共
感

し
、

住
ま

g

堕
R
G
E」

は
ド

イ
ツ
語

で
大
き
く
開

い
た
窓
と
外

構
パ

い
る。

フ
ラ
ッ

ト
に
つ

な
が
る。
吹

年
に

ド
イ
ツ

の
ワ
イ
マ
ー

ル
い
づ

く
り
に
取
り
入
れ
て
い

・、
グ・
ロ

「
余
白．
ゅ

音」
を
意
味
ネ

ル
で
囲
ま
れ

た
「
ノ
ー

ス

南
側
の
窓

は
あ
え

て
低

く
差
抜
け
越

し
に
つ

な
が
る

2

に
創
設
さ
れ

た
造
形
学
校
る。
ま

た
、

1
9
8

9
年

に
l

5、2:
`

ゞ

入 ．
．

 ‘ヽJ

タ

、

す
る。

ガ
ー

デ
ン
（
北
庭）
」

。
北
抑
え

、
2
階

の
ボ
リ
ュ
ー

ム
階
部
分

に
は
「

フ
ァ
ミ
リ
ー

で
、

1
9
2
5

年
に
ア
ン
ハ
バ
ウ
ハ
ウ

ス
関
連
作
品

な
ど

み

'
‘

共
働
き
で
多
忙

な
毎
日
を
向

き
の
大
開
口

は
直
射
日
光

を
張
り
出

し
て

、
強

い
日
射

ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー」

を
設
置

し

も
各
所

に
設
け

収
納
力
を

確
ル

ト
州
デ

ッ
サ
ウ

に
移
転 。

の
収
集

を
は
じ

め
、

96
年
に

ー

お
く
る
30
S

40
代
の
フ

ァ
ミ

を
避
け

、
暑

さ
や眩
し
さ
を
を
遮

る。
さ
ら

に
、

南
の
下
た。

保
し
た。

世
界
の
校
舎
建
築
の
原
型
と
日
本

で
唯一
バ
ウ
ハ
ウ

ス
専

リ
ー

を
タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

、
年
防
ぐQ
外
樺
パ
ネ

ル
に
よ
っ

方
か
ら
風

を
取
り
込
ん

で
北

キ
ッ
チ

ン
やラ
ン

ド
リ
ー

「
ミ
サ

ワ
・
デ
ザ

イ
ナ
ー

な
っ

た
建
物

で
、

校
舎

を
含
門
美
術
館

を
開

設
、

バ
ウ
ハ

，＇

々
過
酷

さ
を
増
す
気
候
変
動

て
周
囲
か
ら

の
視
線

を
遮

る
の
高
い
窓
へ
風
が
抜
け

る
、

ル
ー

ム
は
複
数
人
で
も
作
業
ズ

・
コ

ー
ド」

と
は

、
シ

ン
む
関
連
建
築
物
は
ユ
ネ

ス
コ

ウ
ス
の
造
形
教
育
やデ
ザ

イ

"
"
U
H
し

や社
会
的
ス

ト
レ
ス
か
ら
離

た
め

、
カ
ー

テ
ン
を
閉

め
ず
微
気
候
設
計
を
採
用

し
た。

し
やす
い
よ
う

な
広

さ
で
設
プ
ル
・
イ
ズ・
ベ

ス
ト

の
思
の
世
界
遺
産

に
登
録

さ
れ
て
ン
理
論

を
多
角

的
に
紹
介
し

悴｛
名f
} `

れ
、

時
間
と
こ
こ
ろ

に
「
余

に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
外
部
空

1
階

の
L
D
K

は
、

大
開
計 。

大
型
の
収
納

ス
ペ
ー

ス
想

で
、

同
社
が
こ
れ
ま

で
培

い
る。

て
き
た。

咬
]
,'
-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

10
日

に
竣
工

し
た。

て
だ
け

で
な
く

、
内
装
材
と
天
然
木
建
材

を
使
用

し
た。

と
し
た。

O
O
O
S
7

0
0
0
円

高
い
l

新
プ
ラ
ン
の
外
観

木
材
の
総
使
用
量
は
5

0
し
て
も
木
材

を
大
量

に
使

1
階

住
戸

で
は
さ
ら

に
ク

賃
料
は

、
一
般

住
戸
の
1
設
定

に
し
て
い
る。

ぬ
←―

大
田
区
東
雪
谷
で
5
階
建
て
42
戸

木
造
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
竣
工

3
立
方

馨
、

内
訳
は
樺
造
用 。
エ

ン
ト

ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
ル
ミ
材
の
無
垢
フ
ロ
ー
リ

ン
D
k
(
28 2m)

が
15
.
6
万

2
月
27
日
か
ら
申

し
込
み

材
4

9
1
立
方
認

、
仕
上
げ

やラ
ウ

ン
ジ

、
エ

レ
ベ
ー

タ
グ

を
採
用 。
一
般
住
戸
は

、

S
16
.
3

方
円

、
1
L
D
K

受
け
付
け

を
開
始

し
、

反
響

可

材
が
11
立
方
認 。
同
規
模
の

ー
前
の
階

数
表
示
サ

イ
ン
な
木
目

の
シ
ー
ト

フ
ロ
ー
リ

ン
(
30 2m
s

40 2m)
が
17.
8

は
木
質
化

し
た
住
戸
と一
般

＞

東
京
建
物
が
初
「
木
質
化
住
戸」
も
導
入

螂

東
京
建
物
は
こ
の

ほ
ど

、

雪
谷
1
丁

自
、

東
急
池

上
線
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
建
ど

に
も
天
然
木
材

を
使
用
グ
材

な
ど

を
使
用

し
、

木
の
万
S

18.
5

万
円

、
2
L
D

の
住
戸

で
ほ
ぼ
半
分
ず
つ

畔
同

社
初
の
木

造
賃
貸
マ

ン
シ
石
川
台
駅
か
ら
徒
歩
4
分

、

物
に
比
べ

、
資
材
製
造
か
ら

し
、

木
が
持
つ
柔
ら
か

な
イ
イ
メ
ー

ジ
を
強
調

し
た
内
装
k
(
40 2m
s

50 2m)
が
22
万

で
、

す
で
に
約
1
割
の
住
戸

道
ョ

ン
「
ブ
リ
リ

ア
イ
ス

ト
洗
同
洗
足
池
駅
か
ら
徒
歩
5

施
工
ま

で
の
二
酸
化
炭
素
の
メ
ー

ジ
を
強
調

し
た

、9]
し

9

似1

S
25.
6
万
円

で
、

木
質
化

で
申

し
込
み

が
あ

っ
た。

虚
足
池
の
杜」
11

外
観
11

の
報
分 。
敷
地
面
積
は

1
1
1
7

排
出
削
減
量
は
約
3

0
9
仕
上
げ

に
し
て
い

芍

ヽ^
』．！．5
,，

．‘
[

住
戸
は一
般

住
戸
よ

り
も
3

ふ
冬
さ

W
しし

9

道
向
け
見
学

会
を
開

い
た。

2m 。
設
計

・
監

理
、

施
工
は
此

、
炭
素
固
定
量
は
5
3
8

る。

ーぞ
·§

l'心

立
地
は
東
京
都

大
田
区
東
＿―-
井
ホ

ー
ム
で
「
モ

ク
シ
オ
父

で
、

36
s

40
年

生
の
ス
ギ

住
戸

は一
般

住
戸

＇

\‘

ン」
仕
様
と
し
て
施
工

約
1
7
6

9
本
分
の
炭
素
貯
の
ほ
か

、
1
階
と
3

ロ・

『

し
た。
構
造
は
木

造
枠
蔵
量

に
相
当
す

る。
建
築
費
階

に
内
装

を
木
質
化
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組
饂
工
法一
部
鉄
筋

コ

は
非
公
開
だ

が
、

東
京
建
物

し
た
住
戸

を
設
け
¢

`
s

之
，
1

i

ン
ク
リ
ー
ト

造
5
階
建
住
宅
賃
貸
事
業
部
主
任
の
佐

た。
こ
の
「
木
質
化

ダ

ニ
疇r一

臣
民

て
で

、全
42
戸 。
延
べ
床
々
木
氏
は
「
同
規
模
の
鉄
筋

住
戸」

で
は

、
一
部

、" •
こ
←
h
L
5

戸

面
積
は

2
0

7
3 2m 。

コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
建
物

に
壁
面
と
天
井

、
キ
ッ

〉
�
ー
は
り
円
廿

情
い
出

9シ
3

げ
言
5̂
.”

専
有
面
積
は

、
28 2m

比
べ

て
や
や高
い
程
度」
と
チ

ン
、

洗
面
収
納
面

{P

.

`

(
1
D
K)
S

50 2m

説
明

し
た。

材
、

L
D

の
建
具

、

｀

(
2
L
D
K)

。
3
月

同
物
件

で
は
構
造
材
と
し

下
足
建
具

、
軒
天
に

木
材
を
使
用
し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

第 3189号

ミ
サ
ワ 、
木
質
系
工
業
化

住
宅
で

新
プ
ラ
ン

「
マ
ー

ジ」
の
外
観
®
と
L
D
K
〶
の
イ
メ
ー

ジ 。
北
側
に
は

大
開
口
の
先
に
は
「
ノ
ー

ス
ガ
ー

デ
ン」
を
配
置

．

ー

細
田
工
務
店
（
東
京
都
杉

並
区）

は
、

木
造
戸
建
て
住

宅
に
新

し
い
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

-
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ス
キ
ッ
プ
ラ
イ
フ）
」

を
追

加
し
た。
コ
ン
セ

プ
ト

細田工務店
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かホででく入生宅全構経加は てくた ＾ー
にlき働 ゜ と
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やくン住フい元平ク大つ数生ムしおス研花考
単， ‘ グ居ルな住均ラのたの

活

レた金の修 ー ぇ
身そプを夕い民家ス要深社者ス ゜ を人に 方

高のア確イとの賃の因刻会の問 求が行 ....... 
齢ほ型保ム聞収や住はな・増題 め多つ

刻
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人
口

に
占

め
る
割
合
は

10
万

人
中
8

0
5

人
と
全
州

で

一
番

高
く

、
ワ
シ

ン
ト

ン
D
C

やニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
を
抜

い
て
い

る。
こ
こ
数
年
の
増
加
率
も一

番
高
く

、
19
年

に
は
10
方

人
中

4
4
0

人
だ
っ

た
の
が
5

年
で

36
％

も
増
え

て
い
る。
研
修
の

引
率
と
し
て
22
年
か
ら
継
続

的

に
オ

ア
フ
島

を
訪

問
し
て
い
る

が
、

ホ
ー

ム
レ
ス
状
態
の
人
を

ワ
イ
キ
キ
周
辺
で
も
よ

く
自
に

す
る
よ
う

に
な

っ
た。

ホ
ー

ム
レ
ス
状
態
の
人
々

の

属
性

が
多
様
化

し
て
い
る
こ
と

も
全
米
的
な
頭
向

で
あ
る。
ハ

ワ
イ
で
は
23
年
か
ら
24
年
の
間

に
ホ

ー
ム
レ
ス
状
態
の
家
族
が

19
％

増
加
し
た。
こ
の
場
合

、

子
ど

も
の
健
康
や教
育
へ
の
影

響
が
次
世
代

に
持
ち
越

さ
れ
て

し
ま
う 。
ネ

イ
テ
ィ

ブ
・
ハ

ワ

イ
ア
ン
やミ
ク
ロ
ネ
シ

ア
か
ら

の
移

住
者
が
賃
金
や保
障
の
低

い
サ
ー

ビ
ス
業

に
就

く
煩
向

に

あ
る
な
ど

、
エ

ス
ニ

ッ
ク
集
団

で
の
格
差

に
も
自
を
配

る
必

要
一

が
あ
る。

す
で
に
15
年

に
は
当
時

の
ハ

一

ワ
イ
州
知
事
が
ホ

ー
ム
レ
ス
問
一

題
に
取
り
組
む

た
め
の
声
明

を
旧

発
表

し
、

対
策
と
資
金
投

入
を
一

表
明

し
て
い
る。
現
知
事
やホ
一

ノ
ル
ル
市
が、
ア
フ

ォ
ー

ダ
ブ
一

ル
住
宅
や小
規
模

住
宅
村

に
取
[

り
組
ん

で
い
る
の
は
先
週
の
コ
一

メ
ン

ト
で
触
れ

た
通
り
だ 。

旧

た
だ

し
、

景
観
の
た
め
に
観
一

光
坤
の
周
り
か
ら
テ

ン
ト

を
撤
一

去
す

る
な
ど

、
ホ

ー
ム
レ
ス
を
一

め
ぐ

る
課
題
と
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
一

は
相
克
す

る
側
面
も
大
き
い。
一

今
回
訪

問
し
た
高
級

コ
ン

ド
ミ
呵

ニ
ア
ム
池
区

で
は

、
開
発
池
区
一

の
路
上
に
い
る
不
審
者
は
坤
区
一

外
に
誘
導
す

る
と
い
う
話
も
聞
一

い
た。
グ
リ
ー

ン
フ

ィ
ー

の
導
一

入
な
ど
新

た
な
取
り
組
み

に
着
一

手
す

る
ハ

ワ
イ
州
が
今
後

、
住
一

民
の
社
会
福
祉
と
観
光
業
と
の
一

間
で
ど

の
よ
う

な
舵
取
り
を
し
一

て
い
く
の
か

、
注
視

し
て
い
る。
一ョ

は「
心
弾
む
毎
日

を。」
で

、

段
差
を
生
か

し
た
立
体

的
な

空
間

設
計

で
葬
ら

し
に
ゆ
と

り
と
彩
り
を
加
え

る
自
由

設

計
の
住
ま

い
を
提
供
す

る。

段
差

に
よ
っ

て
生
ま
れ
る

戸
建
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ス
キ
ッ
プ
フ
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ス
キ
ッ
プ
フ
ロ

ト
レ
ー

ム」
、
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部
収
納
空
間
「

ス
ト

レ
ー

ジ」
、

も
り
を
生
か
し4

ア
ス
タ

イ
ル

の一

ー
を
採
用
し
た（

扉
で
仕
切
らず

つ
な
が
る
ネ
スト

1
階

フ
ロ
ア
よ
り

5
階

や、
1

隋
A

を

活

用
し
た
1.




